
１．はじめに

学校法人大原学園 東京情報クリエイター工学院専門学校 学校関係者評価委員会は、2022年度の自己点検・評価報告書

に基づいて学校関係者評価委員会を実施し、以下のとおり報告致します。

２．学校関係者評価委員会開催日

２０２４年８月１日（木）

３．開催場所場所

東京情報クリエイター工学院専門学校　4階　43番教室

４．学校関係者評価委員

①学校関係者評価委員　１０名

氏名

木田　徳彦 　一般社団法人ソフトウェア協会　理事

前川　秀志 　株式会社ＮＳＤ　取締役専務執行役員

長谷川　長一 　株式会社ラック　新規事業開発部　産学官連携事業室　室長・主席研究員

小澤　賢侍 　公益財団法人 画像情報教育振興協会　教育事業部　事業企画グループ　担当部長

一居　茂郎 　株式会社コアーズ　取締役

小川　美隆 　株式会社養鶏場　代表取締役社長

打田　裕介 　株式会社セザックスクリエイティヴ　課長代理

芝原　賢司 　卒業生

筑紫　歩 　卒業生

藤田　一鷹 　卒業生

②学校関係者評価事務局　４名

氏名

徳田　文秀 　東京情報クリエイター工学院専門学校　校長

伊藤　慎吾 　東京情報クリエイター工学院専門学校　情報処理学科　次長

杉山　雅信 　東京情報クリエイター工学院専門学校　クリエイター学科　課長

竹井　一馬 　東京情報クリエイター工学院専門学校　情報処理学科　教員補佐

所　属

所　属

2024年度 学校関係者評価委員会　報告書
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５．学校関係者評価・意見

No. 項目 No. 項目

1
教育理念・
目的・
育成人材像

1
理念・目的・
育成人材像

80%

当学園の教育理念は、学生に対して資格取得教育、実務教育を
施し、人格の陶冶を行いもって有為な産業人を育成することで
ある。

■教育信条
将来の社会発展のために、学習意欲がある全ての世代の方に学
修機会を提供し、将来の社会発展・平和に寄与できる人材を育
成する。
■教育目的
「簿記、税務、情報処理、法律、行政、医療、保育、福祉、ス
ポーツ、製菓、美容、歯科衛生、自動車整備並びにこれらのビ
ジネス等に関わる教育及び人格の陶冶を行い、有為な産業人を
育成する」ことを目的とする。
■次に掲げるディプロマポリシーに基づき、本学での学習を修
了した学生に卒業を認定します。
1.  在学期間を通して、出席状況や学習態度が良好で、真摯に
取り組んだことが認められる
2.  大原学園が教育課程ごとに規定する必要な時間を履修し、
専門的な知識やスキルを身につけていると認められる
3.  マナーやコミュニケーションなど、社会人としての基礎力
を身につけており、社会への貢献が期待できる

この教育理念を実現するために、主に高校卒業生を入学対象と
している専門課程と、大学生・社会人を入学対象とした付帯教
育を二本柱にしながら、資格取得教育のみならず実務に対応で
きる人材の育成を行っている。

これらの教育理念・目的・育成人材像は、大原学園ホームペー
ジなどで周知徹底されている。その教育理念・目的の下で、教
職員が質の高い教育を実践し、目指す人材を育成している。

・適正に運営されている。

2 運営方針
定めて
いる

学園全体の運営方針は理事会・評議員会で、また各校の運営方
針は校長を中心とした運営会議で定められている。それらに基
づいて管理者と詳細を決定し、現場担当者へ告知するとともに
校内で周知徹底している。
教育現場への浸透度合いを確認し、より高めることが今後の課
題である。

・適正に運営されている。

3 事業計画
定めて
いる

学校の運営方針を反映した事業計画（目標達成プログラム）は
毎年度作成されており、各部署では目標を達成すべく定期的に
進捗と差異を確認して必要な手立てを講じている。
教職員全体での共有化を更に推し進めることで、目標達成をよ
り確実なものにしていく必要がある。

・適正に運営されている。

4 運営組織 90%

理事会・評議員会で決議された内容は、本部長・事業部長・校
長の下で開催される運営会議で伝達・説明され、課長以下適切
な意思決定が行われている。
また、意思決定が効率的に行えるように、職務分掌と責任に関
する規程各部門・各部署の役割を明示した運営組織図がある。

・適正に運営されている。

5
人事・
給与制度

80%

要員計画、採用計画、教職員研修計画を通じて、人材の着実な
確保と育成が行われている。また、人事・給与に関する規程も
整備されていて、人事部および人事委員会を中心にして適切に
運用されている。

・適正に運営されている。

6
意思決定
システム

90%

理事会、評議員会、学園本部、学校と階層ごとに意思決定シス
テムが確立されており、意思決定者による決定内容はイントラ
ネットやグループウェアなどを用いて速やかに伝達されてい
る。

・適正に運営されている。

7
情報
システム

80%

学校運営における管理システムの多くはすでに導入されてお
り、現場の業務軽減に役立てている。
役目を終えたシステムなどが残されており、また、業務に応
じ、その都度開発されてきた各種システムが存在しているた
め、これらの整理統合に取り組んでいる。

・適正に運営されている。

8 目標の設定
定めて
いる

毎年、教育課程を編成するに当たり、教育課程編成委員会の提
言を教育課程に反映させることで、時代のニーズに合った教育
を提供している。
また、各コースの教育目標、育成人材像は、分かりやすい言葉
で、できるだけ具体的に示している。

・適正に運営されている。

9
教育方法・
評価等

80%

教育課程は、体系的にステップアップできるものになってい
る。定期的な見直しに当たっては、連携企業等と検証、見直し
を行っている。

・キャリア教育という観点では、職業意識の高い学生・主体的な
学生とそうでない学生の二極化が見られる。専門学校で学んでい
るため、職業理解にギャップがない学生もいるが、実際は新入社
員に限らず、適性職業は経験をしないと分からないことがあり、
採用側としては悩ましい部分もある。専門学校の学習を通じて、
人間関係・自己管理・課題対応能力などを育成する場として期待
している。

10
成績評価・
単位認定等

80%

成績評価に関しては評価基準の妥当性について常に見直しを
行っている。卒業制作については、内容設定から成果評価まで
企業に協力いただき、現在のビジネス現場に応じた実践的内容
で実施することができている。

・適性に運営されている。

11
資格・免許の
取得の指導
体制

80%

資格取得の体制については一定の水準は維持できている。 ・適正に運営されている。
技術習得を中心としているが、業界ニーズを把握して試験対策授
業を行ったり、知識体系の整理として試験を受験している。

12
教員・
教員組織

80%

教員の確保については、常勤講師・非常勤講師を問わず、採
用・育成・評価の各段階において、目的達成のための体制がほ
ぼ出来上がっている。一部、不十分な点を残すが今後の課題と
したい。

・専門性を有する人材の採用が必要であるため、今後も様々な採
用ルートを模索してほしい。

【自己評価】0％（取り組めていない）　～　100％（取り組みは十分で、成果も出ている）までの11段階評価

学校運営

自己
評価

総括 学校関係者の評価・提言
学校関係者評価報告

書

2

中項目

3 教育活動
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No. 項目 No. 項目

【自己評価】0％（取り組めていない）　～　100％（取り組みは十分で、成果も出ている）までの11段階評価

自己
評価

総括 学校関係者の評価・提言
学校関係者評価報告

書
中項目

13 就職率 90%

就職希望学生への就職指導においては、担任及び担任以外の教
員が個別面談を進め、学生個人の適性及び能力と属性を十分に
考慮した指導を実践している。
また、それらの達成状況（就職率）は学園本部で管理されてい
る。

・IT分野、ゲーム・ＣＧ・デザイン分野ともに2023年度卒業生の
就職状況は非常に良い結果である。その他、教育成果から見ても
指導する教員がしっかりと取り組んでいることが分かる。引き続
き、同様に取り組んで貰いたい。

14
資格・免許の
取得率

90%

教育課程を編成する中で、学生が就職を志望する業界、業種で
役立つ資格取得を目指している。大半の学生が合格出来るよう
教材作成、カリキュラムや指導方法の研究を継続的に行ってい
る。

・適正に運営されている。

15
卒業生の
社会的評価

40%

卒業生の社会的評価は一部の企業もしくは学生に限定されてい
る。教育成果を判断するためにも、卒業生調査は今後の課題と
していく

・卒業生の社会的評価を把握する方法の一つとして、同窓会のよ
うな制度を作ることもあると思われる。すぐには無理があるかも
しれないが、今後の検討材料にしてもらいたい。

16 就職等進路 90%

就職は教育の大きな目的であり、そのための支援体制は整備さ
れている。
就職内定獲得に必要な指導内容はカリキュラムの一環として組
み込まれ、学生の希望に沿った内定を実現している。

・適正に運営されている。

17
中途退学への
対応

70%

退学率の低減は入学者の確保と同様、事業計画における最重要
課題の１つとして取組んでいる。学生が退学を希望するきっか
けとなる時期・理由は多様化しており、今後も外部研修会への
積極参加により、担当者の更なる能力向上に向けた取組みが必
要である。
ご家庭との連携は継続して実施していく。

・適正に運営されている。

18 学生相談 80%

学生相談については、学生のシグナルを担任が見逃さずに
キャッチし、その都度対応している。また、学期毎の節目に個
別面談を行い、今後の進路、目標確認、悩みなどを聞きだし対
応している。その結果を、管理者を含め全担当教員と共有して
いる。

・適正に運営されている。
専任カウンセラーや相談室を設けることは専門学校として難しい
といえる。その中で担任を中心として学生に寄り添い。しっかり
と対応していると思われる。

19 学生生活 70%

より多くの学生が就学できるように、経済面、環境面などにつ
いて支援体制を整備している。
今後もニーズに合わせ、必要な支援体制を整備していく。

・適正に運営されている。

20
保護者との
連携

90%

保護者への連絡については定期的に行っている。特に家庭宛通
知が発送される前については確実に保護者への連絡を義務付け
ている。また、必要に応じて保護者に来校していただき、面談
も行っている。しかし、業務時間内に連絡を取る事が難しかっ
たり、理解を得られない保護者も年々増えているのが現状であ
り、担任の負担が増している。

・適正に運営されている。

23
学外実習、
インターン
シップ等

70%

実習や研修等の参加にあたっては、事前にガイダンスや説明会
等を設け、参加する目的等をしっかりと伝えている。研修につ
いては説明会を通して事故やトラブルを防ぐように努めてい
る。

・適正に運営されている。

24
防災・
安全管理

70%

防災マニュアルの整備など基本的な対策はできている。
今後は、学生、教職員に対する防災教育など災害時の適切な行
動・対処ができるよう指導していく。

・適正に運営されている。

25

学生募集
活動は、
適正に
行われて
いるか

80%

学生および保護者に対して、正しい進路選択をしてもらうた
め、的確な情報を伝えている。また、高校側に対しても志願者
について現状の認識と将来への展望を伝え、進路選択に役立て
てもらいたいと考える。

・適正に運営されている。

26 入学選考 50%

学生一人ひとりに対して、書類選考を行っている。また、必要
に応じて面接等を実施し、入学後進路変更がないように事前確
認を十分行っているこの体制を維持していく。
また、入学選考時に把握した情報は担任レベルまで落とし込ん
でいく体制作りを行う必要がある。

・適正に運営されている。

27 学納金
適正に
行って
いる

教育費に関しては、多くのご家庭で優先順位が高い項目になっ
ている。したがって、学費に関しては教育材料費等と常に確認
をしながら負担にならない金額を設定するように心がけてい
く。また、学費納入に対しても滞ることがないように状況を確
認していく。

・適正に運営されている。

4 学修成果

卒業生・
社会人

60%

卒業生への支援体制としては、卒業時の担任を窓口とし、問い
合わせに応じて対応していく。担任と上司や他の教員、関係部
署間の連携により、可能な限りのフォローアップを行い、卒業
生の満足も得られるように準備していく。更なる満足度の向上
を図るために卒業生サイトを運用し支援体制を整えていく。

学生支援5

教育環境

7
学生の募集と受
入れ

21

22 施設・設備等 80%

の分野の教育用具（高スペックPC、ノートPC、ソフトウェア
等）は、時代とともに進化するため、遅れることがないように
定期的に入れ替えを行っていく。
また、校舎に関しては令和4年4月に移転をした。

・適正に運営されている。

・卒業生という立場で期待する支援を挙げると以下の通りであ
る。
　再就職案内…学校紹介だと安心感がある。
　相談窓口…職場とは違い、お世話になった学校だから言える内
容もあると思われる。
　卒業生との繋がり…同窓会では少し重く感じるが、同学年だけ
でなく、同じ出身校で仕事の話ができるSNSがあると仕事にも繋
がるのはないか。

6
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No. 項目 No. 項目

【自己評価】0％（取り組めていない）　～　100％（取り組みは十分で、成果も出ている）までの11段階評価

自己
評価

総括 学校関係者の評価・提言
学校関係者評価報告

書
中項目

28 財務基盤
安定し
ている

学生募集については、学科、コースにより変動はあるが、学校
全体としては良好であり、財務基盤は安定している。具体的に
は、キャッシュフロー、消費収支差額比率などの数値も良好な
値を示している。

・適正に運営されている。

29
予算・
収支計画

策定し
ている

当年度の重点計画、前年度実績予想との整合性を保ち、健全な
予算編成をしている。また、執行については定期的に運営会議
などで執行状況を確認している。

・適正に運営されている。

30 監査
実施し
ている

学校法人監事による業務監査とともに内部および外部の会計監
査を受け、法令または寄付行為への遵守と学園の財務の適正性
を、確保するようにしている。

・適正に運営されている。

31
財務情報の
公開

70%

学園全体の財務情報は大原学園ホームページで公開されている
が、刊行物あるいは学内掲示での公開に関する規程がないた
め、規程の準備を今後進めていく。

・適正に運営されている。

32
関係法令、
設置基準等
の遵守

90%

学園本部が中心となり、法令に対して速やかに対応できる体制
を採っており、遵守に必要なものも文書化している。今後は教
職員および学生に対して、定期的・継続的に実施できるよう検
討を進める。

・適正に運営されている。

33 個人情報保護 80%

個人情報保護については情報セキュリティ委員会の下に、各部
門・各校に管理者を配して、保護活動を徹底している。また、
全国会議で説明会を催すなど、周知徹底を図るとともに対策の
実効性を高めている。

・適正に運営されている。

34 学校評価
行って
いる

自己点検・評価報告書は申請があれば全項目を閲覧できる体制
になっており、大原学園ホームページにも掲載していく。
外部者による学校関係者評価を行い、報告書は大原学園ホーム
ページに掲載している。今後も課題を明確にして学校運営に活
かしていく必要がある。

・適正に運営されている。

35
教育情報の
公開

70%

学校の概要や教育内容は大原学園ホームページ等に掲載してい
るが、教職員に関する情報はその対象となっていないので、情
報公開の内容と方法について今後改善を進めていく。

・適正に運営されている。

36
社会貢献・
地域貢献

50%

従来より附帯教育事業は積極的に行っており、今後も幅広い年
齢層で様々な分野の教育サービスを提供していく。また、地域
への貢献は施設の提供だけでなく学校の特色を活かしたものも
提供したいと考えている。

－

６．学校関係者評価委員会総括

【２】総括
東京情報クリエイター工学院専門学校の令和５年度自己点検評価については、適正であると評価できる。
開校６年目を迎えたが、学校運営の取り組み、教育成果（就職、教育実績）など、学生や保護者が安心できる環境が提供されており、今後も引き続き
一定水準を保っていくことが期待される。そのためにも、現状に満足することなく、常に社会で求められている人材育成を意識して取り組み、先々を
考え常により良い教育環境、学校運営ができるようにＰＤＣＡを繰り返しブラッシュアップをする必要性を会議の中で確認した。

10
社会貢献・
地域貢献

ボランティア
活動

8 財務

【１】冒頭の報告及び意見に対する今後の対応について
　会議の冒頭、校長より次の３点について報告した。
　①2024年度の学生在籍状況
　②2023年度の高度情報処理学科・情報処理学科と高度クリエイター学科・クリエイター学科の主たる教育・就職状況の報告

　また、委員からのご意見における今後の取り組みについて、以下の通り報告確認を行った。
（１）短期的項目　教育活動
・有用な人材の育成のため、ITやゲーム・CG・デザインの技術習得を中心としながら、コミュニケーションや自己管理能力、課題解決能力を育成でき
るよう学習方法を工夫していく。
・プログラミングやデザイン技術の習得はもちろん、アウトプットを意識した指導としてプレゼンテーションを行うなどビジネススキルの習得に励
む。
・引き続き、学生個々と向き合い、その学生にあった就職サポートを続けていく。

（２）中長期的項目
　学生支援
　卒業生が必要としている支援を調査しながら、無理のない支援体制を構築していく。

37 50%

ボランティア活動や地域の活動は学内での告知を行っている
が、今後積極的に取り入れていきたいと考えている。また、活
動報告書により個人別にボランティア時間を把握していくこと
も検討したい。

－

9 法令等の遵守
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